
ＡC−０６０５取り扱い説明書 Ｖ２ 

 
 
 この度は、五百部商事（有）製マルチローター型ヘリコプターをお買い求めいただき、
誠にありがとうございます。 
 本製品を取り扱う前に、本取り扱い説明書を一読ください。 
 

ＡC０６０５の特徴 
 本製品は、中型のマルチローター型ヘリコプターで、自動安定等の制御を行う制御装置
がついております。 
 本製品は、機体を含めた全体の重量で１０ｋｇまで飛行させることができます。これ以
上は飛行することは危険ですので、飛行前に重量を計測し１０ｋｇ以下であることをご確
認ください。 
 本製品は、標準でＧＰＳによる位置制御飛行を行うことができます。また、グランドス
テーションミッションプランナーにより、マップ上で指定したルートを飛行するウエイポ
イント飛行も行うことが可能です。 
 本製品は、標準で１２Ａ6 セル 22.2 ボルトの電池を 2 個搭載することができ、最高 2４
分程度のフライトをすることができます。重量が増すにしたがって、このフライト時間は
短くなります。 
 本製品は、雨天の際は飛行できません。 
 本製品を飛行する場合、航空法による許認可が必要な場合が有ります。詳しくは、国土
交通省のインターネットサイトをご覧ください。 
http://www.mlit.go.jp/koku/koku_tk10_000003.html 
 本製品は、破損やメンテナンスの際、すべての部品を単体でご購入することができま
す。飛行時間 50 時間ごとにメンテナンスおよび、100 時間ごとにオーバーフォール（弊社
にてのメンテナンス作業）が必要です。フライト時間をご記載いただき、管理を行ってく
ださい。 



機体仕様 
機体重量 ： ３．８ｋｇ（付属物無しの状態）６．６ｋｇ（電池 2 個搭載時） 
最大離陸可能重量 ： １０ｋｇ 
最高速度 ： ７２．６ｋｍ／ｈ 
最高到達高度 ： ５００ｍ 
電波到達距離 ： 7００ｍ（条件により異なります） 
飛行可能風速 ： 毎秒２０ｍ以下 
最大搭載可能重量 ： ３．４ｋｇ 
最大使用可能時間 ： １００時間（フライト合計時間） 
空中静止精度 ： ３ｍ（無風時） 
最大上昇速度 ： 毎秒５ｍ（搭載物無しの場合） 
最大下降速度 ： 毎秒３ｍ 
運用限界高度 ： ２０００ｍ 
飛行可能距離 ： ７００ｍ 
最大フライト時間 ： ２４分（搭載物無しの場合） 
動作環境温度 ： ０度から+３０度 
送信機周波数 ： ２．４ＧＨｚ 
動力電源電圧 ： ２２．２Ｖ（リチウムポリマー電池の場合６セル） 
飛行可能モード ： スタビライズド：ＡＴＴＩ：ＧＰＳ：ウエイポイント飛行 
 
 メンテナンスルール 
各部確認作業（メンテナンス） ： 各５０時間ごと （プロペラ、電源基板等交換） 
オーバーフォール（消耗品交換等） ： 各１００時間ごと （モーター、ＥＳＣ交換） 
 フライトの際は、フライトログを記載してください。それにより、フライト時間の計算
を行います。 
 プロペラの回転方向です。機体上から見た方向です。右前が M1 です。

 
 



機体の運用 
１−１電池の知識 
 本製品の動力用電源には、リチウムポリマー電池が使用されております。 
 リチウムポリマー電池は、満充電で電圧が 1 セルあたり４．２ボルトとなり、最低電圧
が３．５ボルトです。これ以上電圧が下がるまで使用すると、電池の寿命が短くなりま
す。また、単セルあたり各セルが３．３ボルト以下になると、電池が仕様できなくなるこ
とが有ります。 
 リチウムポリマー用充電器は、満充電で自動的に充電が止まります。また、本機種は６
個のセルを直列につないで２２．２ボルト仕様の電池となっておりますが、それぞれのセ
ルを同じ電圧になるように充電器は充電します。 
 また、電池を⻑期間（5 日間程度以上）使用しない場合は、保存するのに最適な電圧、
各セルあたり３．８５ボルトで保存してください。充電器は、保存モード（ストレージ）
があり、このモードで充電すると自動的に３．８５ボルトにします。 
 電池の使い方により、フライト時間や電池の使用できる充電回数に大きく差が出ますの
で、しっかりと管理することをお勧めいたします。 
 しっかり管理を行えば、１５０回以上の充放電が可能です。 
 
１−２充放電 

 
 上記の電池は、リチウムポリマー電池の容量が２．２Ａ、電圧が 3 セル直列の１１．１
ボルト仕様の電池です。 
 通常リチウムポリマー電池は１Ｃ充電、つまり２．２Ａの物は２．２Ａで充電します。
また、電圧はセル数に合わせて充電します。メインの⻩⾊いコネクタと、各セルの電圧を
整えるバランスコネクタの両方を充電器に接続します。 



 
こちらの電池は、動力用に使われる容量１０Ａ電圧 6 セル２２．２ボルトの物です。こ

の場合は、１０Ａで 6 セル２２．２ボルトの電圧で充電します。 
 

 
 充電器の画面では、このような状態になります。 
 上のＬｉＰｏは、リチウムポリマー電池。その隣のＣＨＡＲＧＥは、充電という事で
す。この状態で、ＳＴＡＲＴを⻑押しし、⾳が鳴りましたら一度離し、画面が変わりまし
たら再度このボタンを押すことで充電が始まります。 



 
 この画面は、ＦＡＳＴＣＨＧモードです。通常１００％の満充電は単セルあたり４．２
ボルトまで充電しますが、４．１７ボルトあたりから充電が極端に遅くなります。この最
後の数パーセントを充電しないことで、時間がだいぶ短縮されます。このモードでも約９
５％程度の充電が可能です。こちらで充電されても、良いかも知れません。 
 

 
 この画面は、ＳＴＯＲＡＧＥモード（保存モード）です。５日以上電池を使わない場合
は、このモードで充電することにより、各セルが３．８５ボルトとなり、⻑期保存でも電
池を傷めません。しかし、おおむね１か月に一度はこのモードで充電することをお勧めい
たします。電圧が、３．８５ボルト以上の場合はこのモードでは放電となり、３．８５ボ
ルト以下の場合は、充電してそれぞれ３．８５ボルトといたします。 
 

 
 この画面は、ＤＩＳＣＨＡＲＧＥ（放電）モードです。このモードで充電すると、各セ
ルを３．３ボルト付近にすることができます。あまり使わないと思いますが、電池がセル
のバランス悪化で充電ができなくなったときは、このモードで一度放電をしてみてくださ
い。その後充電をすると改善される場合が有ります。一部の方は、各フライトで終了後こ
のモードで放電した後、充電される方もおります。そのほうが電池のメンテナンスに良い
という話もありますが、定かではありません。 
 



 
 充電開始後、「＋」のボタンを押すことにより、各セルの電圧を見ることができます。
上記は６セルの充電なので、６個のセルの電圧が出てきております。 
 最終的には、すべてのセルが４．２０ボルトになるように充電されます。 
 
 充放電は、上手く管理を行えば数年使えます。回数にして１５０回程度可能です。しか
し、管理が悪いと電池は膨らみ、充放電できる容量が次第に少なくなってきます。あまり
膨らんだ場合は、使用を中止してください。また、電池は暑い場所に保管することは電池
を傷める原因にもなります。 
 電池を過放電させることが、電池にとっては一番悪い状況といえます。最低でも３．５
ボルトの電圧は確保しておいてください。３．３ボルト以下になると、再起不能になりま
すので、ご注意ください。 
 
 電池は、充電後フライト前に必ずバッテリーチェッカーで電圧を確認してください。充
電できていると思ってできておらず、フライト時間が極端に短くなり電池切れで落ちると
いう事が、事故の最大の原因です。 
 また、電池は温度により状況が変わります。寒いとき、特に氷点下などの場所では充電
が完全にできません。４０度になるような暑い場所でも同様です。適度な温度の部屋にて
充電することをお勧めいたします。 
 冬は特にフライト時間が短くなるとお考えください。 
 
 電池はある程度消耗品とお考えください。また、充電器もおおむね１年から２年で寿命
が来ます。現状では不本意ながら、どのメーカーの充電器も同じような状況です。ご注意
ください。 
 
 送信機は、専用の充電器で充電します。送信機のスイッチを切った状態で、充電ができ
ます。充電が終わると、自動的に止まります。送信機は６．２ボルト程度まで使用するこ
とができます。これ以下の場合は、速やかに機体を降ろし充電してください。 



２−１機体の操縦 

 
 
 
 機体の操縦は、上記のようなプロポと呼ばれる２．４ギガヘルツ帯の送信機が使用され
ております。右および左のスティックで操作をします。 
 操縦形式は、「モード１もしくはモード２」が選べます。 
 標準のモード１では、右側上下が機体の上下、右側左右が機体の左右、左側上が機体前
進、下が機体後退、左側左右が機体前方の回転する方向です。この操作により機体を操縦
します。 
 右側スティック上下が中心に戻りますが、そこが中心地点で、機体は高度を保ちます。
そこから上にあげると機体は上昇、下に下げると機体は下降します。 
 その他すべてのスティックが中心にある場合、機体はその場にとどまります。（ＧＰＳ
飛行の場合） 
 
 プロポ上部左手前のスイッチがフライトモードスイッチです。 
 このスイッチは３ポジションとなっており、初期状態では奥がスタビライズドモード、
中心がＡＴＴＩモード、手前がＧＰＳモードとなっております。通常は常にＧＰＳモード
でフライトしてください。ＡＴＴＩモードはＧＰＳを利かせないモードで、自動では止ま
らなくなり操縦は難しくなります。 
 
２−２飛行 
 電源は、必ず送信機が入っている状態で機体が入るようにしてください。機体側の電源
だけが入っていることが無いようにします。 
 常に送信機の電源を始めにまず入れ、その後送信機のスティックをすべて中心にし、モ
ードスイッチがＧＰＳになっていることを確認してから、機体のコネクタを差し込み電源
を入れます。電源を切る場合は、機体のコネクタを外して機体側の電源を切ってから送信



機の電源を切ってください。 
 
 飛行を開始するにあたり、ＧＰＳを受信してから飛行開始する必要があります。また、
初めにＧＰＳをある程度捕捉すると、機体のホームポイントが登録されます。機体の電源
を投入する際は、必ず離着陸できる広い場所で行ってください。特に車の近くなどで電源
を入れると、万が一ゴーホームになった場合精度の狂いにより車に接触してしまう等の場
合が考えられます。 
 ＧＰＳの受信状況は、ＧＰＳアンテナ上部のＬＥＤライトにより確認することができま
す。ＧＰＳモードでＧＰＳが捕捉でき場合ＬＥＤランプは緑⾊に、電源投入時はＧＰＳが
捕捉できておりませんので⻩⾊が点滅します。より捕捉数が多くなり安定した自己位置推
定ができると、緑⾊の点滅が早くなります。この状態で飛ばすことが安全です。 
 飛行開始をする際、プロペラを回す動作がまず必要です。ＧＰＳが捕捉されホームポイ
ントが確定されると飛行可能がミッションプランナー上で確認できます。送信機スティッ
ク右側一番下、左側スティック中央で右いっぱいに切ると、ARM とモードが変わりモー
ターが回転を始めます。すぐすべてのスティックを中心にしてください。モーターは、右
側スティック一番下にした状態で、左スティック真ん中左いっぱいで３秒程度打つと停止
します。 

ARM した状態で右スティックを中心よりも上がりますと、機体が上昇してしまいま
す。 
 
２−３やってはいけないこと 
 機体はすべてスティックが中心にあると、ＧＰＳによりその場の位置を維持します。機
体は、上昇時は安定する状況下にありますが、下降は自分のプロペラの風により不安定に
なります。垂直で下降させる場合は、余り早いスピードで下げないでください。機体が前
後左右に不安定になります。 
 また、ＲＴＬスイッチを下に下げることによりホームポイントへの自動帰還が行われま
すが、あくまでも緊急時にのみご利用ください。機体を見失って操縦できない等の緊急時
に限ります。機体は離陸位置より２０ｍの高さを目指して、ホームポイントに帰って来ま
す。その後、着陸動作に入ります。２０ｍ以上の高さに障害物などがある際は、ぶつかる
危険が有ります。 
 ２．４Ｇの電波は、障害物に弱い傾向が有ります。機体と送信機の間に、障害物がある
と機体は操縦不能となり、電波障害時のフエルセーフモードに入ります。この際は設定で
その場でのホバリングもしくはＲＴＬモードになります。見通しを確保してください。 
 
３−１飛行後のメンテナンス 
 飛行が終了した後（飛行前も）は、必ず機体に不具合が無いか確認してください。下記



の条項が確認に必要な箇所です。 
① プロペラに破損は無いか 
② モーターにがたつきは無いか 
③ アームはしっかり固定されているか 
④ 各部のねじの緩みは無いか 
⑤ 電池コネクタ部の断線が無いか（左右の電池どちら側を繋いでも、電源が入るか） 

 
３−２フライトログ 

 
 飛行を行った際は、必ずフライトログを付けてください。後日航空法申請時などにも必
要です。また、この時間を合計することにより、メンテナンス時間を確定することができ
ます。上記は一例です。国土交通省の航空法申請要項ページにも、記載例が掲載されてお
ります。ご参考にしてください。 
 
 
４−１機体の修理 
 弊社機体は、破損時等すべて部品でお出しすることができます。または、弊社に送って
いただければ、修理及びメンテナンスを実施いたします。 
 弊社機体につきましては、ドローン保険対象です。万が一墜落時等、保険をかけておく
ことで費用を補えます。おすすめいたしております。 
 ２０１７年７月現在、ドローン保険は現在東京海上日動および三井住友両社において取
り扱っております。 
 
 
 



 機体修理等の際のお送り先は下記までお願いいたします。 
〒３２２−００１５ 
栃木県鹿沼市上石川１５２５−１５ 
五百部商事有限会社 鹿沼工場 
ＴＥＬ ０２８９−７２−１５８３ 
ＦＡＸ ０２８９−７２−１５８０ 
 
ＡＣ0605(無人航空機の運用に関する事項) 
最高速度：７ｍ／Ｓ 
 制御装置の仕様により、ＧＰＳモードでの運行速度が毎秒７ｍと制限されておりますの
で、本製品の最高速度は上記に制限されております。 
 
最高到達高度 
 弊社のテストにおいて、海抜３ｍより上空２０００ｍまでのテスト飛行を複数回行って
おります。２０００ｍまでは無理なく運用できることを確認しております。この際の風速
は、最高高度にて 1 分間平均で風速２０ｍ毎秒でした。 
 
最高到達高度：２０００ｍ 
 上記のテストの結果から、２０００ｍまでとしております。 
 
電波到達距離：２０００ｍ 

上記のテストにおいて、問題なく使えていることから電波環境の良い場合は２０００ｍ
が問題なく通信できることを確認しております。また、製造元諸元より２０００ｍとなっ
ております。 
 
飛行可能風速：１０ｍ／ｓ 
 弊社のテストの状況より、風速１５ｍ毎秒でも３ｍ以内でのホバリング制度を維持でき
ております。余裕を見て、毎秒１０ｍまでが運用可能とさせていただきます。 
 
最大搭載可能重量：５ｋｇ 
 機体単体より、加重テストの結果５ｋｇまでの搭載物であれば飛行が問題なくできるこ
とを確認しております。この重量は最大ですので、余裕をもって運用することをお勧め致
します。 
 
最大使用可能時間：３０分 
 搭載物が無い場合、バッテリーが満充電で最大で３０分の飛行が可能です。搭載物の重



さや飛行する時の条件などによりこの時間は変わります。 
 
メンテナンス 
 ＡＣ０６０５は２００時間の連続運転テストを行っており、問題なく飛行ができており
ますが、余裕をもって１００時間ごとのメンテナンスを行ってください。メンテナンス
は、弊社にて行うことができます。また、バッテリーは充電回数を重ねるごとに容量が小
さくなっていきます。使用できる時間が短くなった場合および、各セル数の電圧が０．３
ボルト程度以上変わってしまった場合は交換をお勧め致します。 
 
グランドステーション、ミッションプランナーの使用方法 
 
 本製品にはＰｉｘｈａｗｋ６Ｃという制御装置が使用されております。 
https://ardupilot.org/ 
 オープンソースの優れた制御技術を持っています。 
 また、この制御装置には標準でミッションプランナーというグランドステーションが使
用できます。下記よりダウンロードしてＰＣにインストールしてください。 
https://firmware.ardupilot.org/Tools/MissionPlanner/ 
最新のバージョンを選びインストールしてください。 
 
  本製品はＧＰＳを使用した飛行ができます。自動でのウエイポイント飛行が可能で

す。 

 
 



  ＧＰＳが１３個程度以上捕捉かつコンパスが良好な条件において、ミッションプラン
ナー（グランドステーション）のフライトプランにより作成した飛行ルートを機体に転
送し、安定した離陸、飛行、着陸を行う事が出来ます。また、自動操縦の実行中にも、
送信機、グランドステーションの双方で、飛行の停止（ホバリング）、ＲＴＬ（離陸地
点に帰る）などの操作が可能です。 

グランドステーションからは、リターントウランチの着陸地点であるホームポイント
の変更をすることが出来、任意の位置に着陸させることも可能です。 

 

 
 グランドステーションであるミッションプランナーは、多彩な機能を有しておりま

す。ワンボタンで離陸、自動飛行ミッションの停止と再開、着陸中の着陸中断、リター



ントウランチ、その他任意のアクションを実行することが出来ます。 
 自動飛行中のＧＰＳやコンパスの状況、バッテリーの残量、高度、対地速度、高

度、上昇及び下降速度など多くの項目を監視することが出来ます。一座票も地図上に表
示されます。 

 
送信機 
  本製品の操縦装置には、標準仕様で双葉電子工業製２．４Ｇｈｚラジコンプロポの１

０Ｊを使っております。 
  操縦できる範囲の距離は、約７００ｍです。これは気象条件などにより異なります。 
  操縦装置のマニュアルは本製品に付属されておりますが、紛失した場合など下記のサ

イトからダウンロードすることもできます。 
https://www.rc.futaba.co.jp/support/manual/ 
  操縦装置の取り扱い説明書は、こちらをご覧ください。 
  出荷時はスティックモードは１となっております。また、仕様はフルスプリングタイ

プになっておりますので、送信機のプログラムに置いて他のモードに変更が可能です。 
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